
水防災意識社会再構築ビジョンに基づく 

「危機管理型ハード対策」 

平成２９年９月２５日 

国土交通省 中部地方整備局  河川部 

参考資料２ 



 水防災意識社会再構築ビジョンに基づく「危機管理型ハード対策」 

 平成27年9月の関東・東北豪雨を踏まえ、平成27年12月11日に「水防災意識社会  再構築ビジョン」が策定された。 
 その取組の一環として、越水等が発生した場合でも、堤防決壊までの時間を少しでも引き延ばすよう堤防構造を工夫

する対策（『危機管理型ハード対策』）を平成３２年度を目処に実施している。 

アスファルト舗装 

粘性土
砂質土

粘性土

表土

雨水の浸透を抑制し、崩壊の進行を遅らせる 

堤防天端の保護 

堤防裏法尻をブロック等で補強 

表土

砂質土
粘性土

粘性土 

深掘れの進行を遅らせる 

堤防裏法尻の補強 

実施区間延長 堤防天端の保護 堤防裏法尻の補強 

中部地方整備局管内 約 １３５km 約 １２１km 約  ３１km 

全  国 約 １７５４km 約 １３１２km 約 ６３４km 

 堤防天端をｱｽﾌｧﾙﾄ等で保護し、堤防への雨水の浸透を抑制す
るとともに、越水した場合には法肩部の崩壊の進行を遅らせるこ
とにより、決壊までの時間を少しでも延ばす 

 裏法尻をﾌﾞﾛｯｸ等で補強し、越水した場合には深掘れの進
行を遅らせることにより、決壊までの時間を少しでも延ばす 
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